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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄積された複数のカメラごとの撮影画像
をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメラの実際の配置状況に対応して配置さ
れた画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動体を追跡する監視者の作業を支援
する追跡支援装置であって、
　撮影時刻等の指定による検索条件に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前
記表示ビューに表示させ、その表示ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指
定する監視者の入力操作に応じて、指定された移動体を追跡対象に設定する追跡対象設定
部と、
　撮影画像を処理して取得した追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビ
ューに対応する前記カメラ以外で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測され
る前記カメラを選択するカメラ選択部と、
　前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基づいて、その移動体が写っ
たものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽出して、その確認画像が配
置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させる確認画像提示部と、
　この確認画像提示部で提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって順
次、複数の前記表示ビューに表示させる連続再生を行う画像再生部と、
を備えたことを特徴とする追跡支援装置。
【請求項２】
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　前記追跡対象に設定された移動体に対応した移動体枠を強調する第１の強調表示を施す
追跡対象提示部と、前記連続再生が行われる連続再生画面において、前記追跡対象とした
移動体が現在写っている前記表示ビューに対応した表示枠を強調する第２の強調表示を施
す表示ビュー提示部と、を有した画面生成部を、
さらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の追跡支援装置。
【請求項３】
　前記表示ビュー提示部は、前記追尾情報において前記追跡対象とした移動体の追尾が途
切れている場合に、その追尾が途切れた期間の前後で前記追跡対象とした移動体の撮影画
像を表示する２つの前記表示ビューを同時に提示することを特徴とする請求項１または請
求項２に記載の追跡支援装置。
【請求項４】
　前記追跡対象に設定した移動体に関する前記追尾情報に誤りがある場合に、前記追尾情
報に基づいて、前記追跡対象に設定した移動体と関連度の高い移動体を候補として選択す
る候補選択部と、
　前記候補となる移動体が写った撮影画像を候補画像として抽出して、その候補画像が配
置された候補選択画面を前記表示装置に表示させて、前記候補選択画面上で前記追跡対象
に指定した移動体が写った候補画像を監視者に選択させる候補画像提示部と、
　前記候補選択画面で選択された候補画像に写った移動体を追跡対象に変更して、前記追
跡対象に指定した移動体に関する前記追尾情報を修正する追尾情報修正部と、
をさらに備えたことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の追跡支援装置
。
【請求項５】
　前記カメラ選択部および前記画像再生部でそれぞれ行われる処理は、監視者が追跡対象
となる移動体を指定した追跡対象指定画像の撮影時刻より時間的に前および後のいずれか
一方または双方の事象を対象とすることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに
記載の追跡支援装置。
【請求項６】
　監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄積された複数のカメラごとの撮影画像
をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメラの実際の配置状況に対応して配置さ
れた画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動体を追跡する監視者の作業を支援
する追跡支援システムであって、
　前記監視エリアを撮像する前記カメラと、
　前記画面を表示する前記表示装置と、
　複数の情報処理装置と、
を有し、
　前記複数の情報処理装置のいずれかが、
　前記カメラの撮影画像から検出された移動体を追尾して、移動体ごとの追尾情報を生成
する追尾処理部と、
　撮影時刻等の指定による検索条件に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前
記表示部に表示させ、その表示ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指定す
る監視者の入力操作に応じて、指定された移動体を追跡対象に設定する追跡対象設定部と
、
　前記追尾処理部から取得した追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビ
ューに対応する前記カメラ以外で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測され
る前記カメラを選択するカメラ選択部と、
　前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基づいて、その移動体が写っ
たものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽出して、その確認画像が配
置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させる確認画像提示部と、
　この確認画像提示部で提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって順
次、複数の前記表示ビューに表示させる連続再生を行う画像再生部と、
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を備えたことを特徴とする追跡支援システム。
【請求項７】
　監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄積された複数のカメラごとの撮影画像
をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメラの実際の配置状況に対応して配置さ
れた画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動体を追跡する監視者の作業の支援
を情報処理装置により行う追跡支援方法であって、
　撮影時刻等の指定による検索条件に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前
記表示ビューに表示させ、その表示ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指
定する監視者の入力操作に応じて、指定された移動体を追跡対象に設定するステップと、
　撮影画像を処理して取得した追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビ
ューに対応する前記カメラ以外で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測され
る前記カメラを選択するステップと、
　前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基づいて、その移動体が写っ
たものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽出して、その確認画像が配
置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させるステップと、
　このステップにより提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって順次
、複数の前記表示ビューに表示させる連続再生を行うステップと、
を有することを特徴とする追跡支援方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像蓄積装置に蓄積された複数のカメラごとの撮影画像をそれぞれ表示する
複数の表示部が配置された画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動体を追跡す
る監視者の作業を支援する追跡支援装置、追跡支援システムおよび追跡支援方法に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　監視エリア内に複数のカメラを設置し、この複数のカメラごとの撮影画像をそれぞれ表
示する複数の表示部が配置された監視画面をモニタに表示して、監視者に監視させる監視
システムが広く普及している。このような監視システムでは、カメラの撮影画像をレコー
ダに蓄積することで、万引きなどの問題のある行為を行った人物が監視エリア内でどのよ
うな行動を行ったかを監視者が事後に確認することができる。
【０００３】
　このように、監視者が画面内の複数の表示部を見ながら人物を追跡する場合、監視中の
人物の進行方向から、その人物が次に写る表示部を探し出せばよいが、この次の表示部を
探し出す作業に手間取ると、監視中の人物を見失うことになるため、監視者の負担を軽減
して、人物の追跡を円滑に行うことができる構成が望まれる。
【０００４】
　このような要望に関して、従来、監視中の人物の移動方向などに基づいて、監視中の人
物を次に写すカメラを選択して、そのカメラの撮影画像を表示する表示部を、監視中の人
物が現在写っている表示部の隣に表示する技術が知られている（特許文献１参照）。また
、監視エリアを示す地図画像上に、カメラを示す画像（カメラマーク）と、そのカメラに
よる撮影画像を表示する表示部とを配置した監視画面を表示させる技術が知られている（
特許文献２参照）。
【０００５】
　また、特許文献１に開示された技術のように、監視中の人物を次に写すカメラを選択す
る処理は、カメラの撮影画像から検出された移動体を追尾する追尾処理装置で取得した追
尾情報に基づいて行えばよいが、この追尾情報に誤りがあると、監視中の人物を見失うこ
とになる。そこで、監視者が画面を見ながら人物を追跡する過程で、追尾情報の誤りが見
つかった場合に、追尾情報を修正する作業を、監視者に大きな負担をかけずに行うことが
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できる構成が望まれる。
【０００６】
　このような要望に関して、追尾装置において、移動体上に注目点を設定して追尾処理を
行い、その注目点による追尾処理が困難になると、監視者からの補正指示に応じて、注目
点を変更して追尾処理を継続する技術が知られている（特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－０１２４１５号公報
【特許文献２】特開２０１０－２６８１８６号公報
【特許文献３】特開２００７－２７２７３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に開示された技術では、監視中の人物を次に写すカメラを予
測してそのカメラの撮影画像を表示するため、監視者の負担を軽減することができるが、
監視中の人物を現在写しているカメラの撮影画像内に、監視中の人物とは別の人物が存在
する場合、その別の人物の移動方向に基づいてカメラの予測が行われる場合があり、この
場合、カメラの予測が正しく行われないため、監視中の人物を見失うことになる。
【０００９】
　一方、特許文献２に開示された技術では、地図画像上のカメラ同士の位置関係により、
監視中の人物が次に写る表示部を監視者がある程度予測することができるため、監視者の
負担を多少は軽減することができるが、カメラの設置台数に応じて表示部が多数配置され
ている場合に、その多数の表示部の中から監視中の人物が写った表示部を即座にかつ正確
に判断することは難しく、依然として監視者の負担が大きく、監視中の人物を見失う可能
性が高い。
【００１０】
　また、特許文献３に開示された技術では、追尾装置での追尾処理が難しい状況でも、監
視者の手を借ることで、追尾処理を中断させることなく追尾処理を継続することができる
が、この従来技術は、１つのカメラの撮影画像を対象にしたカメラ内追尾処理に関するも
のである。一方、カメラ内追尾処理により取得した追尾情報を対応付けるカメラ間追尾処
理でも誤りが発生し、このカメラ間追尾処理で誤りが発生すると、人物の入れ替わりが生
じ、このようなカメラ間追尾処理で発生する誤りについては、この従来技術ではなんら有
効な対応ができない。
【００１１】
　本発明は、このような従来技術の問題点を解消するべく案出されたものであり、その主
な目的は、表示装置の画面に表示された複数のカメラごとの撮影画像を見ながら特定の人
物を追跡する際に、監視者の負担を軽減する支援処理を適切に行って、追跡中の人物を見
失うことなく円滑に追跡作業を進めることができるように構成された追跡支援装置、追跡
支援システムおよび追跡支援方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の追跡支援装置は、監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄積された複
数のカメラごとの撮影画像をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメラの実際の
配置状況に対応して配置された画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動体を追
跡する監視者の作業を支援する追跡支援装置であって、撮影時刻等の指定による検索条件
に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前記表示ビューに表示させ、その表示
ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指定する監視者の入力操作に応じて、
指定された移動体を追跡対象に設定する追跡対象設定部と、撮影画像を処理して取得した
追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビューに対応する前記カメラ以外
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で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測される前記カメラを選択するカメラ
選択部と、前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基づいて、その移動
体が写ったものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽出して、その確認
画像が配置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させる確認画像提示部と、この
確認画像提示部で提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって順次、複
数の前記表示ビューに表示させる連続再生を行う画像再生部と、を備えた構成とする。
【００１３】
　また、本発明の追跡支援システムは、監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄
積された複数のカメラごとの撮影画像をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメ
ラの実際の配置状況に対応して配置された画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる
移動体を追跡する監視者の作業を支援する追跡支援システムであって、前記監視エリアを
撮像する前記カメラと、前記画面を表示する前記表示装置と、複数の情報処理装置と、を
有し、前記複数の情報処理装置のいずれかが、前記カメラの撮影画像から検出された移動
体を追尾して、移動体ごとの追尾情報を生成する追尾処理部と、撮影時刻等の指定による
検索条件に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前記表示部に表示させ、その
表示ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指定する監視者の入力操作に応じ
て、指定された移動体を追跡対象に設定する追跡対象設定部と、前記追尾処理部から取得
した追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビューに対応する前記カメラ
以外で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測される前記カメラを選択するカ
メラ選択部と、前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基づいて、その
移動体が写ったものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽出して、その
確認画像が配置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させる確認画像提示部と、
この確認画像提示部で提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって順次
、複数の前記表示ビューに表示させる連続再生を行う画像再生部と、を備えた構成とする
。
【００１４】
　また、本発明の追跡支援方法は、監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄積さ
れた複数のカメラごとの撮影画像をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメラの
実際の配置状況に対応して配置された画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動
体を追跡する監視者の作業の支援を情報処理装置により行う追跡支援方法であって、撮影
時刻等の指定による検索条件に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前記表示
ビューに表示させ、その表示ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指定する
監視者の入力操作に応じて、指定された移動体を追跡対象に設定するステップと、撮影画
像を処理して取得した追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビューに対
応する前記カメラ以外で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測される前記カ
メラを選択するステップと、前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基
づいて、その移動体が写ったものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽
出して、その確認画像が配置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させるステッ
プと、このステップにより提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって
順次、複数の前記表示ビューに表示させる連続再生を行うステップと、を有する構成とす
る。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、表示装置に表示される画面に、監視エリアを示す地図画像上にカメラ
の実際の配置状況に対応して、複数のカメラごとの撮影画像を表示する複数の表示ビュー
が配置されて、この複数の表示ビューに、追跡対象に指定した移動体が表示されるため、
追跡対象とした移動体が監視エリア内でどのような行動を行ったかを監視者が容易に確認
することができる。特に、追尾情報に基づいて追跡対象に設定された移動体が写ったもの
と想定される確認画像が表示ビューに表示されるため、この確認画像が追跡対象とした移
動体のものか否かを監視者が確認することで、追跡対象とした移動体に関する追尾情報に
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誤りがある否かを監視者が容易に判断することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態に係る追跡支援システムの全体構成図
【図２】店舗におけるカメラ１ａ～１ｄの設置状況を示す斜視図
【図３】ＰＣ３の概略構成を示す機能ブロック図
【図４】モニタ７に表示される追跡対象指定画面を示す説明図
【図５】モニタ７に表示される追跡対象確認画面を示す説明図
【図６】モニタ７に表示される候補選択画面を示す説明図
【図７】モニタ７に表示される連続再生画面を示す説明図
【図８】カメラ内追尾処理装置４およびカメラ間追尾処理部５にて行われるカメラ内追尾
処理およびカメラ間追尾処理の状況を示す説明図
【図９】ＰＣ３の各部で行われる処理および各画面で行われる監視者の操作の手順を示す
フロー図
【図１０】連続再生画面において表示ビューを強調表示する枠画像の推移状況を示す説明
図
【図１１】モニタ７に表示される追跡対象確認画面を示す説明図
【図１２】モニタ７に表示される候補選択画面を示す説明図
【図１３】モニタ７に表示される候補選択画面を示す説明図
【図１４】モニタ７に表示される候補選択画面を示す説明図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　前記課題を解決するためになされた第１の発明は、監視エリアを示す地図画像上に、画
像蓄積部に蓄積された複数のカメラごとの撮影画像をそれぞれ表示する複数の表示ビュー
が、前記カメラの実際の配置状況に対応して配置された画面を表示装置に表示させて、追
跡対象となる移動体を追跡する監視者の作業を支援する追跡支援装置であって、撮影時刻
等の指定による検索条件に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前記表示ビュ
ーに表示させ、その表示ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指定する監視
者の入力操作に応じて、指定された移動体を追跡対象に設定する追跡対象設定部と、撮影
画像を処理して取得した追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビューに
対応する前記カメラ以外で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測される前記
カメラを選択するカメラ選択部と、前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情
報に基づいて、その移動体が写ったものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像と
して抽出して、その確認画像が配置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させる
確認画像提示部と、この確認画像提示部で提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経
過にしたがって順次、複数の前記表示ビューに表示させる連続再生を行う画像再生部と、
を備えた構成とする。
【００１８】
　これによると、表示装置に表示される画面に、監視エリアを示す地図画像上にカメラの
実際の配置状況に対応して、複数のカメラごとの撮影画像を表示する複数の表示ビューが
配置されて、この複数の表示ビューに、追跡対象に指定した移動体が表示されるため、追
跡対象とした移動体が監視エリア内でどのような行動を行ったかを監視者が容易に確認す
ることができる。特に、追尾情報に基づいて追跡対象に設定された移動体が写ったものと
想定される確認画像が表示ビューに表示されるため、この確認画像が追跡対象とした移動
体のものか否かを監視者が確認することで、追跡対象とした移動体に関する追尾情報に誤
りがある否かを監視者が容易に判断することができる。
【００２１】
　また、第２の発明は、前記追跡対象に設定された移動体に対応した移動体枠を強調する
第１の強調表示を施す追跡対象提示部と、前記連続再生が行われる連続再生画面において
、前記追跡対象とした移動体が現在写っている前記表示ビューに対応した表示枠を強調す
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る第２の強調表示を施す表示ビュー提示部と、を有した画面生成部を、さらに備えた構成
とする。
【００２２】
　これによると、画面に表示された複数のカメラごとの撮影画像を見ながら追跡対象とし
た移動体を追跡する際に、複数の表示ビューの中から追跡対象とした移動体が現在写って
いる表示ビューを一目で判断することができるため、追跡作業を行う監視者の負担を軽減
し、また、追跡対象とした移動体を見失うことなく円滑に追跡作業を進めることができる
。
【００２３】
　また、第３の発明は、前記表示ビュー提示部は、前記追尾情報において前記追跡対象と
した移動体の追尾が途切れている場合に、その追尾が途切れた期間の前後で前記追跡対象
とした移動体の撮影画像を表示する２つの前記表示ビューを同時に提示する構成とする。
【００２４】
　これによると、追跡対象とした移動体の追尾が途切れている場合、追跡対象とした移動
体が現在写っている表示ビューは不明であるが、追尾が途切れた期間の前後の２つの表示
ビューのいずれか一方あるいは双方に写っている可能性があり、この２つの表示ビューを
同時に提示することで、監視者は移動体を見失うことなく円滑に追跡作業を進めることが
できる。
【００２５】
　また、第４の発明は、前記追跡対象に設定した移動体に関する前記追尾情報に誤りがあ
る場合に、前記追尾情報に基づいて、前記追跡対象に設定した移動体と関連度の高い移動
体を候補として選択する候補選択部と、前記候補となる移動体が写った撮影画像を候補画
像として抽出して、その候補画像が配置された候補選択画面を前記表示装置に表示させて
、前記候補選択画面上で前記追跡対象に指定した移動体が写った候補画像を監視者に選択
させる候補画像提示部と、前記候補選択画面で選択された候補画像に写った移動体を追跡
対象に変更して、前記追跡対象に指定した移動体に関する前記追尾情報を修正する追尾情
報修正部と、をさらに備えた構成とする。
【００２６】
　これによると、監視者は、追跡対象とした移動体が写った候補画像を選択すればよいた
め、追跡対象とした移動体に関する追尾情報を修正する作業を簡単に行うことができ、監
視者の負担を軽減することができる。
【００２９】
　また、第５の発明は、前記カメラ選択部および前記画像再生部でそれぞれ行われる処理
は、監視者が追跡対象となる移動体を指定した追跡対象指定画像の撮影時刻より時間的に
前および後のいずれか一方または双方の事象を対象とすることを特徴とする。
【００３０】
　これによると、追跡対象となる移動体を指定した時刻以前の移動体の状況や、移動体を
指定した時刻以後の移動体の状況を監視者が把握することができる。
【００３１】
　また、第６の発明は、監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄積された複数の
カメラごとの撮影画像をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメラの実際の配置
状況に対応して配置された画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動体を追跡す
る監視者の作業を支援する追跡支援システムであって、前記監視エリアを撮像する前記カ
メラと、前記画面を表示する前記表示装置と、複数の情報処理装置と、を有し、前記複数
の情報処理装置のいずれかが、前記カメラの撮影画像から検出された移動体を追尾して、
移動体ごとの追尾情報を生成する追尾処理部と、撮影時刻等の指定による検索条件に従っ
て、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前記表示部に表示させ、その表示ビューのい
ずれかにおいて追跡対象となる移動体を指定する監視者の入力操作に応じて、指定された
移動体を追跡対象に設定する追跡対象設定部と、前記追尾処理部から取得した追尾情報に
基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビューに対応する前記カメラ以外で、前記追
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跡対象となる移動体を撮影したものと推測される前記カメラを選択するカメラ選択部と、
前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基づいて、その移動体が写った
ものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽出して、その確認画像が配置
された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させる確認画像提示部と、この確認画像提
示部で提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって順次、複数の前記表
示ビューに表示させる連続再生を行う画像再生部と、を備えた構成とする。
【００３２】
　これによると、前記の第１の発明と同様に、表示装置の画面に表示された複数のカメラ
ごとの撮影画像を見ながら特定の移動体を追跡する際に、監視者の負担を軽減する支援処
理を適切に行って、追跡中の移動体を見失うことなく円滑に追跡作業を進めることができ
る。
【００３３】
　また、第７の発明は、監視エリアを示す地図画像上に、画像蓄積部に蓄積された複数の
カメラごとの撮影画像をそれぞれ表示する複数の表示ビューが、前記カメラの実際の配置
状況に対応して配置された画面を表示装置に表示させて、追跡対象となる移動体を追跡す
る監視者の作業の支援を情報処理装置により行う追跡支援方法であって、撮影時刻等の指
定による検索条件に従って、前記画像蓄積部に蓄積された撮影画像を前記表示ビューに表
示させ、その表示ビューのいずれかにおいて追跡対象となる移動体を指定する監視者の入
力操作に応じて、指定された移動体を追跡対象に設定するステップと、撮影画像を処理し
て取得した追尾情報に基づいて、前記追跡対象を指定した前記表示ビューに対応する前記
カメラ以外で、前記追跡対象となる移動体を撮影したものと推測される前記カメラを選択
するステップと、前記追跡対象に設定された移動体に関する前記追尾情報に基づいて、そ
の移動体が写ったものと想定される追尾開始時の撮影画像を確認画像として抽出して、そ
の確認画像が配置された追跡対象確認画面を前記表示装置に表示させるステップと、この
ステップにより提示された前記カメラの撮影画像を、時間の経過にしたがって順次、複数
の前記表示ビューに表示させる連続再生を行うステップと、を有する構成とする。
【００３４】
　これによると、前記の第１の発明と同様に、表示装置の画面に表示された複数のカメラ
ごとの撮影画像を見ながら特定の移動体を追跡する際に、監視者の負担を軽減する支援処
理を適切に行って、追跡中の移動体を見失うことなく円滑に追跡作業を進めることができ
る。
【００３５】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照しながら説明する。なお、文章中において「
追跡」と「追尾」の同様の意味を持った記載が併存するが、単に、説明の便宜上で、両者
を使い分けているに過ぎない。追跡は、主として監視者の関わりの強い部分での構成、追
尾は、主として装置との関わりの強い部分での構成、を説明する場合に用いている。
【００３６】
　図１は、本実施形態に係る追跡支援システムの全体構成図である。この追跡支援システ
ムは、スーパーマーケットやホームセンターなどの小売店舗などを対象にして構築される
ものであり、カメラ１ａ～１ｄと、レコーダ（画像蓄積手段）２と、ＰＣ（追跡支援装置
）３と、カメラ内追尾処理装置４と、を備えている。
【００３７】
　カメラ１ａ～１ｄは店舗内の適所に設置され、カメラ１ａ～１ｄにより店舗内の監視エ
リアが撮像され、これにより得られた画像情報がレコーダ２に録画される。
【００３８】
　ＰＣ３には、監視者が種々の入力操作を行うマウスなどの入力デバイス６と、監視画面
を表示するモニタ（表示装置）７とが接続されている。なお、タッチパネルディスプレイ
で、入力デバイス６およびモニタ７を構成してもよい。
【００３９】
　このＰＣ３は、店舗の警備室などに設置され、監視者（警備員）が、モニタ７に表示さ
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れる監視画面で、カメラ１ａ～１ｄで撮像された店舗内の画像をリアルタイムで閲覧する
ことができ、また、レコーダ２に録画された過去の店舗内の画像を閲覧することができる
。
【００４０】
　なお、本部に設けられたＰＣ１１にも図示しないモニタが接続され、カメラ１ａ～１ｄ
で撮像された店舗内の画像をリアルタイムで閲覧し、また、レコーダ２に録画された過去
の店舗内の画像を閲覧して、本部で店舗内の状況を確認することができる。
【００４１】
　カメラ内追尾処理装置４では、カメラ１ａ～１ｄの撮影画像から検出された人物（移動
体）を追尾して、人物ごとの追尾情報（カメラ内追尾情報）を生成する処理が行われる。
このカメラ内追尾処理は、公知の画像認識技術（人物検出技術および人物追跡技術など）
を利用すればよい。
【００４２】
　また、ＰＣ３は、カメラ間追尾処理部５を備えている。このカメラ間追尾処理部５では
、カメラ内追尾処理装置４からカメラ内追尾情報を取得して、各カメラ１ａ～１ｄの撮影
画像からカメラ内追尾処理で検出された人物を対応付ける処理が行われる。これにより、
複数のカメラ１ａ～１ｄの撮影画像で人物を継続して追尾することができる。
【００４３】
　なお、本実施形態では、カメラ内追尾処理装置４が、ＰＣ３とは独立して、カメラ内追
尾処理を常時行うようにしているが、ＰＣ３からの指示に応じて追尾処理を実行するもの
としてもよい。また、カメラ内追尾処理装置４では、撮影画像から検出された全ての人物
を対象にして追尾処理を行うことが望ましいが、追跡対象に指定された人物およびこれと
関連度の高い人物に絞って追尾処理を行うようにしてもよい。
【００４４】
　図２は、店舗におけるカメラ１ａ～１ｄの設置状況を示す斜視図である。店舗内の監視
エリアには、商品陳列スペースの間に通路が設けられており、この通路を主に撮像するよ
うに第１～第４のカメラ１ａ～１ｄが設置されている。
【００４５】
　通路を人物が移動すると、第１～第４のカメラ１ａ～１ｄのいずれか１つあるいは複数
で人物が撮像され、人物が移動するのに応じて人物を撮像するカメラが切り替わる。本実
施形態では、人物が、第１カメラ１ａ、第２カメラ１ｂ、第３カメラ１ｃの順で第１～第
３カメラ１ａ～１ｃに写るように移動する例について説明するが、人物の移動経路はこの
例に限定されるものではない。
【００４６】
　次に、図１に示したＰＣ３で行われる追跡支援処理について説明する。図３は、ＰＣ３
の概略構成を示す機能ブロック図である。図４～図７は、モニタ７に表示される画面を示
す説明図である。ここで、まず、図４～図７に示す画面の概略を説明する。
【００４７】
　図４は、追跡対象指定画面を示しており、この追跡対象指定画面は、追跡したい人物を
、その人物が万引きなどの問題のある行為を行った日付および時刻の撮影画像上で指定す
るものである。図５は、追跡対象確認画面を示しており、この追跡対象確認画面は、カメ
ラ内追尾処理装置４およびカメラ間追尾処理部５で取得した追尾情報に基づいて抽出され
た確認画像によって追尾情報に誤りがないかを確認するものである。図６は、候補選択画
面を示しており、この候補選択画面は、追跡対象とした人物の候補となる人物が写った候
補画像を複数表示して、追跡対象とした人物が写った候補画像を監視者に選択させるもの
である。図７は、連続再生画面を示しており、この連続再生画面は、追跡対象が写った撮
影画像を、時間の経過にしたがって順次表示させる連続再生を行うものである。
【００４８】
　図４、図５および図７に示す画面には、監視エリアを示す地図画像４１上に、複数のカ
メラ１ａ～１ｄごとのカメラマーク（カメラを示す画像）４２が、カメラ１ａ～１ｄの実
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際の配置状況に対応した位置に配置されている。また、カメラマーク４２の近傍には、カ
メラ１ａ～１ｄごとの撮影画像をそれぞれ表示する複数の表示ビュー（表示部）４３ａ～
４３ｄが配置されている。
【００４９】
　カメラマーク４２は、カメラ１ａ～１ｄの撮影方向を表すように傾斜して表示されてお
り、これにより、カメラ１ａ～１ｄの撮像領域を監視者が大まかに把握することができる
。表示ビュー４３ａ～４３ｄは、カメラ１ａ～１ｄの撮像領域に概ね対応する位置に配置
されており、地図画像４１で表される監視エリア内のどの位置が表示ビュー４３ａ～４３
ｄに表示されているかを監視者が大まかに把握することができる。
【００５０】
　また、図４～図７に示す画面では、表示ビュー４３ａ～４３ｄに表示された撮影画像か
ら検出された人物に人物枠４７が表示される。また、追跡対象とした人物には、追跡対象
であることを示す人物枠４８が表示される。この人物枠４８は、他の人物に表示された人
物枠４７と識別可能な着色（例えば緑色）による強調表示が施される。
【００５１】
　次に、図３に示したＰＣ３の各部について説明する。ＰＣ３は、カメラ間追尾処理部５
の他に、追尾情報処理部２１と、追尾情報蓄積部２２と、追跡対象設定部（追跡対象設定
手段）２３と、カメラ選択部（カメラ選択手段）２４と、追跡対象確認部２５と、追跡対
象修正部２６と、画像再生部（画像再生手段）２７と、画面生成部２８と、を備えている
。
【００５２】
　追尾情報処理部２１では、カメラ内追尾処理装置４およびカメラ間追尾処理部５から追
尾情報を取得して追尾情報蓄積部２２に蓄積する処理が行われる。
【００５３】
　追跡対象設定部２３では、レコーダ２に蓄積された撮影画像を表示ビュー４３ａ～４３
ｄに表示させた追跡対象指定画面をモニタ７に表示させ、その表示ビュー４３ａ～４３ｄ
において追跡対象となる人物を指定する監視者の入力操作に応じて、指定された人物を追
跡対象に設定する処理が行われる。この監視者の入力操作はマウスなどの入力デバイス６
を用いて行われる。なお、この追跡対象を指定する操作が行われた時に表示ビュー４３ａ
～４３ｄに表示されていた撮影画像を以降、追跡対象指定画像と呼称する。
【００５４】
　カメラ選択部２４では、追跡対象に設定された人物に関する追尾情報を追尾情報蓄積部
２２から取得して、その追尾情報に基づいて、追跡対象を指定した表示ビュー４３ａ～４
３ｄに対応するカメラ１ａ～１ｄ以外で、追跡対象とした人物を撮影したものと推測され
るカメラ１ａ～１ｄを選択する処理が行われる。
【００５５】
　追跡対象確認部２５は、確認画像提示部（確認画像提示手段）３１を備えている。この
確認画像提示部３１では、追跡対象に設定された人物に関する追尾情報を追尾情報蓄積部
２２から取得して、その追尾情報に基づいて、その人物が写ったものと想定される撮影画
像を確認画像として抽出して、その確認画像が配置された追跡対象確認画面をモニタに表
示させる処理が行われる。確認画像の抽出処理では、追尾情報に基づいて追跡対象とした
人物が写ったものと想定される撮影画像をレコーダ２から取得する。
【００５６】
　これにより、追跡対象確認画面に表示された確認画像が追跡対象に指定した人物のもの
か否かを監視者が確認することで、追跡対象に指定した人物に関する追尾情報に誤りがな
い否かを監視者が判断することができる。
【００５７】
　ここで、確認画像が追跡対象とした人物と異なる人物のものである場合、すなわち確認
画像に追跡対象とした人物と異なる人物のみが写っている場合、また、確認画像に追跡対
象とした人物が写っているが、追跡対象を示す人物枠４８が異なる人物に表示されている
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場合には、追跡対象とした人物に関する追尾情報に誤りがある。
【００５８】
　追跡対象修正部２６は、候補選択部（候補選択手段）３３と、候補画像提示部（候補画
像提示手段）３４と、追尾情報修正部（追尾情報修正手段）３５と、を備えている。
【００５９】
　候補選択部３３では、追尾情報蓄積部２２から各人物の追尾情報を取得して、その追尾
情報に基づいて、追跡対象とした人物と関連度の高い人物を候補として選択する処理が行
われる。この候補選択処理は、追跡対象とした人物に関する追尾情報に誤りがあることを
監視者が発見した場合に、監視者の指示操作に応じて実行される。この候補選択処理では
、人物の検出時刻（フレームの撮影時刻）、人物の検出位置、人物の移動速度、人物像の
色情報などに基づいて関連度の高さを求める。人物像の色情報は、テンプレートで色を抽
出する手法により取得する。また、この候補選択部３３では、候補となる人物に関連度の
高さに応じて順位が付与される。
【００６０】
　候補画像提示部３４では、候補選択部３３で選択された候補となる人物が写った撮影画
像を候補画像として抽出して、その候補画像が配置された候補選択画面をモニタ７に表示
させて、候補選択画面上で追跡対象に指定した人物が写った候補画像を監視者に選択させ
る処理が行われる。候補画像の抽出処理では、追尾情報に基づいて候補となる人物が写っ
た撮影画像をレコーダ２から取得する。
【００６１】
　特に、本実施形態では、追尾情報蓄積部２２の追尾情報から追跡対象指定画像および候
補画像の撮影時刻および撮影したカメラ１ａ～１ｄの識別情報を取得して、候補選択画面
に追跡対象指定画像および候補画像を撮影したカメラ１ａ～１ｄごとに分けて撮影時刻の
順に並べて配置する処理が行われる。また、候補画像提示部３４では、候補として選択さ
れた人物に関する追尾情報からその人物の追尾期間を取得して、候補選択画面の候補画像
ごとに追尾期間を表す画像を表示させる処理が行われる。また、候補画像提示部３４では
、候補選択画面の初期状態で、撮影画像を静止画で表示させ、監視者の指示操作に応じて
撮影画像を動画で表示させる処理が行われる。
【００６２】
　追尾情報修正部３５では、候補選択画面で選択された候補画像に対応する人物を追跡対
象に変更して、追跡対象とした人物に関する追尾情報を修正する処理が行われる。すなわ
ち、前記の確認画像が追跡対象とした人物と異なる人物のものである場合には、人物の入
れ替わりが発生しているため、追跡対象に変更した人物に関する追尾情報に基づいて、追
跡対象に指定した人物に関する追尾情報を修正する。ここで修正された追尾情報は追尾情
報蓄積部２２に蓄積される。
【００６３】
　なお、以上のカメラ選択部２４、追跡対象確認部２５、および追跡対象修正部２６で行
われる各処理は、監視者が追跡対象となる人物を指定した追跡対象指定画像の撮影時刻よ
り時間的に前および後のいずれか一方または双方の事象を対象として行われる。
【００６４】
　画像再生部２７では、カメラ選択部２４により選択されたカメラ１ａ～１ｄの撮影画像
を、それぞれに対応する表示ビュー４３ａ～４３ｄに表示させる処理が行われる。特に、
本実施形態では、画像再生部２７において、追跡対象となる人物が写った撮影画像を、時
間の経過にしたがって順次、複数の表示ビュー４３ａ～４３ｄに表示させる連続再生を行
う処理が行われる。
【００６５】
　画面生成部２８は、モニタ７に表示させる画面を生成するものであり、基本画面生成部
３６と、表示ビュー提示部（表示部提示手段）３７、追跡対象提示部（追跡対象提示手段
）３８と、撮影画像処理部３９と、を備えている。
【００６６】
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　この画面生成部２８は、追跡対象設定部２３からの指示に応じて図４に示した追跡対象
指定画面を生成し、確認画像提示部３１からの指示に応じて図５に示した追跡対象確認画
面を生成し、候補画像提示部３４からの指示に応じて図６に示した候補選択画面を生成し
、画像再生部２７からの指示に応じて図７に示した連続再生画面を生成する。
【００６７】
　基本画面生成部３６では、監視エリアを示す地図画像４１上に、複数のカメラ１ａ～１
ｄごとのカメラマーク４２と、複数のカメラ１ａ～１ｄごとの撮影画像をそれぞれ表示さ
せる複数の表示ビュー４３ａ～４３ｄの空枠（撮影画像がないもの）とが配置された基本
画面（背景画面）を生成する処理が行われる。
【００６８】
　表示ビュー提示部３７では、連続再生画面において追跡対象とした人物が現在写ってい
る表示ビュー４３ａ～４３ｄを提示する処理が行われる。特に、本実施形態では、追跡対
象とした人物が現在写っている表示ビュー４３ａ～４３ｄに、他の表示ビュー４３ａ～４
３ｄと識別する強調表示を施す処理が行われる。具体的には、強調表示として、所定の着
色が施された枠画像４５を表示ビュー４３ａ～４３ｄの外周部に表示する。この表示ビュ
ー提示処理では、追跡対象とした人物に関する追尾情報を取得して、その追尾情報に基づ
いて、追跡対象とした人物が現在写っている表示ビュー４３ａ～４３ｄを提示する。
【００６９】
　追跡対象提示部３８では、追尾情報蓄積部２２から追尾情報を取得して、その追尾情報
に基づいて、追跡対象とした人物が写る表示ビュー４３ａ～４３ｄの各々において、追跡
対象に設定された人物を提示する処理が行われる。特に、本実施形態では、表示ビュー４
３ａ～４３ｄに写った追跡対象とした人物の像に、他の人物と識別する強調表示を施す処
理が行われる。具体的には、強調表示として、追跡対象とした人物に、追跡対象であるこ
とを示す人物枠４８が表示され、この人物枠４８は、撮影画像から検出された人物に表示
される人物枠４７と識別可能な着色（例えば緑色）による強調表示が施される。
【００７０】
　撮影画像処理部３９では、基本画面生成部３６で生成された基本画面の表示ビュー４３
ａ～４３ｄに、レコーダ２から取得した撮影画像を埋め込む処理が行われる。
【００７１】
　なお、図３に示したＰＣ３の各部は、ＰＣ３のＣＰＵで追跡支援用のプログラムを実行
させることで実現される。これらのプログラムは、情報処理装置としてのＰＣ３に予め導
入して専用の装置として構成する他、汎用ＯＳ上で動作するアプリケーションプログラム
として適宜なプログラム記録媒体に記録してユーザに提供されることも可能である。
【００７２】
　次に、カメラ内追尾処理装置４およびカメラ間追尾処理部５において追尾情報に誤りが
発生する場合について説明する。図８は、カメラ内追尾処理装置４およびカメラ間追尾処
理部５にて行われるカメラ内追尾処理およびカメラ間追尾処理の状況を示す説明図である
。ここでは、２人の人物Ａ，Ｂが同様に、図２に記したように、第１～第３カメラ１ａ～
１ｃに写るように移動する例について説明する。
【００７３】
　第１カメラ１ａのカメラ内追尾処理装置４では、第１カメラ１ａの撮影画像から人物Ａ
，Ｂが検出され、その人物Ａ，Ｂにそれぞれ人物ＩＤ（Id=01、Id=02）が付与される。第
２カメラ１ｂのカメラ内追尾処理装置４では、第２カメラ１ｂの撮影画像から人物Ａ，Ｂ
が検出され、その人物Ａ，Ｂにそれぞれ人物ＩＤ（Id=03、Id=04）が付与されるが、特に
ここでは、人物Ａについては追尾が途中で中断され、人物Ｂについては人物検出に手間取
り、追尾の開始が遅くなっている。第３カメラ１ｃのカメラ内追尾処理装置４では、第３
カメラ１ｃの撮影画像から人物Ａ，Ｂが検出され、人物Ａ，Ｂにそれぞれ人物ＩＤ（Id=0
5、Id=06）が付与される。
【００７４】
　ＰＣ３のカメラ間追尾処理部５では、第１～第３カメラ１ａ～１ｃの各カメラ内追尾処
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理装置４からそれぞれ追尾情報を取得して、各々で検出された人物を対応付ける処理が行
われるが、特にここでは、第２カメラ１ｂのカメラ内追尾処理装置４で発生した追尾の中
断や遅れが原因で、第２カメラ１ｂと第３カメラ１ｃとの間でのカメラ間追尾処理で、人
物Ａと人物Ｂとが入れ替わる誤りが発生している。このような場合、第３カメラ１ｃで人
物Ａを追跡対象として指定すると、第１カメラ１ａおよび第２カメラ１ｂにそれぞれ対応
した第１表示ビュー４３ａおよび第２表示ビュー４３ｂでは人物Ｂが追跡対象として表示
される。
【００７５】
　このようにカメラ間追尾処理部５で取得した追尾情報に誤りがあると、表示ビュー４３
ａ～４３ｄに追跡対象とした人物とは異なる人物が表示され、これにより追尾情報に誤り
があるか否かを検証することができる。そして、この検証で追尾情報に誤りがあることが
判明すると、追跡対象として正しい人物を監視者に選択させて、追尾情報を修正する処理
が行われる。
【００７６】
　次に、図４～図７に示した各画面およびその画面で行われる監視者の操作の手順につい
て詳しく説明する。図９は、図３に示したＰＣ３の各部で行われる処理および各画面で行
われる監視者の操作の手順を示すフロー図である。
【００７７】
　まず、追跡支援処理を開始する操作を行うと、図４に示した追跡対象指定画面がモニタ
７に表示され、この追跡対象指定画面で、監視者は日付および時刻を指定する操作を行う
（ＳＴ１０１）。追跡対象指定画面の上部には、日付および時刻の入力欄が設けられてお
り、ここで、日付および時刻（年月日時分秒）を指定して検索のボタンを操作すると、指
定された日付および時刻の撮影画像（静止画）が各表示ビュー４３ａ～４３ｄに表示され
る（ＳＴ１０２）。なお、追跡対象となる人物が万引きなどの行為を行った日付および時
刻は既知であるため、その日付および時刻に基づいて、追跡対象となる人物が確実に写っ
た撮影画像を見つけ出すことができる。
【００７８】
　この追跡対象指定画面では、監視者が追跡対象となる人物を指定する操作を行う（ＳＴ
１０３）。具体的には、マウスなどの入力デバイス６を用いて、表示ビュー４３ａ～４３
ｄに表示された撮影画像に写った追跡したい人物の像にポインタ４９を合わせて選択する
操作（マウスであればクリック）を行う。図４に示す例では、第３カメラ１ｃに対応する
第３表示ビュー４３ｃに追跡対象となる人物が写っており、この人物を追跡対象に指定す
る。
【００７９】
　このように、追跡対象指定画面で監視者が追跡対象となる人物を指定する操作を行うと
、カメラ選択部２４において、追跡対象とした人物を撮影したものと推測されるカメラ１
ａ～１ｄを選択する処理が行われる（ＳＴ１０４）。そして、追跡対象確認部２５の確認
画像提示部３１において、追跡対象となる人物が写ったものと想定される確認画像が配置
された図５に示す追跡対象確認画面をモニタ７に表示させる処理が行われる（ＳＴ１０５
）。
【００８０】
　図５に示す追跡対象確認画面では、各表示ビュー４３ａ～４３ｄに、各々に対応するカ
メラ１ａ～１ｄで追跡対象とした人物が写った確認画像が表示される。この確認画像は、
追跡対象とした人物が写った撮影画像のうちの代表画像（静止画）であり、この代表画像
は、追跡対象とした人物の追尾開始時の撮影画像、すなわち追跡対象とした人物が最初に
検出された撮影画像とすればよい。この追跡対象確認画面の各表示ビュー４３ａ～４３ｄ
には、撮影画像内の人物に人物枠４７が表示され、特に追跡対象とした人物には、追跡対
象であることを示す人物枠４８が表示される。
【００８１】
　なお、この追跡対象確認画面の下部には、再生、逆再生、停止、早送り、および巻き戻
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しの各ボタンが設けられており、これらのボタンを操作すると、各表示ビュー４３ａ～４
３ｄで、各々に対応するカメラ１ａ～１ｄで追跡対象とした人物を撮影した撮影画像が動
画で表示され、動画で追跡対象に誤りがないかを確認することができる。
【００８２】
　ここで、追跡対象とした人物に関する追尾情報に誤りがある場合には、追跡対象確認画
面の各表示ビュー４３ａ～４３ｄに表示された確認画像に、追跡対象とした人物が写って
いないか、あるいは追跡対象とした人物が写っているものの、追跡対象とした人物と異な
る人物に人物枠４８が表示されており、この確認画像を見ることで、追跡対象とした人物
に関する追尾情報に誤りがあるか否かを判断することができる。
【００８３】
　この追跡対象確認画面で表示ビュー４３ａ～４３ｄに写った追跡対象に誤りがあること
を監視者が発見すると（ＳＴ１０６でＮＯ）、監視者は、追跡対象の候補を表示させる指
示、すなわち追跡対象に誤りがある表示ビュー４３ａ～４３ｄを選択して手動検索のボタ
ンを操作する（ＳＴ１０７）。すると、追跡対象修正部２６の候補選択部３３において、
追跡対象とした人物と関連度の高い人物を候補として選択する処理が行われる（ＳＴ１０
８）。ついで、候補画像提示部３４において、候補選択部３３で選択された候補となる人
物が写った撮影画像を候補画像として抽出して、図６に示す候補選択画面をモニタ７に表
示させる処理が行われる（ＳＴ１０９）。
【００８４】
　図６に示す候補選択画面では、図５に示した追跡対象確認画面で、誤りがあるものとし
て選択した表示ビュー４３ａ～４３ｄに対応するカメラ１ａ～１ｄで撮影された候補画像
が、候補となる人物に付与された順位に基づいて上位のものから所定数表示される。特に
、図６に示す例では、候補選択画面に４つの表示ビュー５１ａ～５１ｄが設けられており
、第１から第４の順位の各候補画像が表示される。
【００８５】
　なお、この候補選択画面の下部には、候補なしのボタンおよび次へのボタンが設けられ
ている。候補なしのボタンを操作すると、候補を選択することなく、図５に示した追跡対
象確認画面に戻る。次へのボタンを操作すると、次の順位の候補となる人物が写った候補
画像が表示される。
【００８６】
　この候補選択画面で追跡対象に指定した正しい人物が写った候補画像を監視者が選択す
ると（ＳＴ１１０）、確定のボタンがポップアップ表示され、この確定のボタンを操作す
ると、図５に示した追跡対象確認画面に戻る。このとき、追尾情報修正部３５において、
候補選択画面で選択された候補画像に写った人物を追跡対象に変更して、追跡対象に指定
した人物に関する追尾情報を修正する処理が行われる（ＳＴ１１１）。
【００８７】
　ついで、図５に示した追跡対象確認画面の全ての表示ビュー４３ａ～４３ｄで追跡対象
に誤りがないかを監視者が確認し（ＳＴ１１２）、追跡対象に誤りがある表示ビュー４３
ａ～４３ｄがある場合には、追跡対象確認画面で追跡対象に誤りがある表示ビュー４３ａ
～４３ｄを選択して手動検索のボタンを操作し（ＳＴ１０７）、前記の処理および操作が
繰り返される。
【００８８】
　そして、図５に示した追跡対象確認画面の全ての表示ビュー４３ａ～４３ｄで追跡対象
に誤りがないことが確認されると、追跡対象確認画面の下部に設けられた再生ボタンを操
作する。すると、画像再生部２７において、追跡対象となる人物が写った撮影画像を、時
間の経過にしたがって順次、複数の表示ビュー４３ａ～４３ｄに表示させる連続再生を行
う処理が行われ、図７に示した連続再生画面がモニタ７に表示される（ＳＴ１１３）。こ
の連続再生は、追跡対象とした人物に関する修正された追尾情報に基づいて行われるため
、追跡対象とした人物が監視エリア内でどのような行動を行ったかを監視者が確認すると
ともに、追尾情報に誤りがないかの確認を再度行うことができる。
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【００８９】
　以上のように本実施形態では、モニタ７に表示される画面に、監視エリアを示す地図画
像４１上にカメラ１ａ～１ｄの実際の配置状況に対応して、複数のカメラ１ａ～１ｄごと
の撮影画像を表示する複数の表示ビュー４３ａ～４３ｄが配置されて、この複数の表示ビ
ュー４３ａ～４３ｄに、追跡対象に指定した人物が表示されるため、追跡対象とした人物
が監視エリア内でどのような行動を行ったかを監視者が容易に確認することができる。特
に、複数の表示ビュー４３ａ～４３ｄの中から追跡対象とした人物が写った表示ビュー４
３ａ～４３ｄを探し出す手間を省くことができるため、追跡作業を行う監視者の負担を大
幅に軽減し、追跡対象とした人物を見失うことなく円滑に追跡作業を進めることができる
。そして、表示ビュー４３ａ～４３ｄに複数の人物が写っている場合に、追跡対象となる
人物が１つに特定されるため、追跡対象とした人物が写った表示ビューが誤って提示され
ることも避けることができる。
【００９０】
　また、本実施形態では、追跡対象に設定した人物に関する追尾情報に誤りがある場合に
、追跡対象に設定した人物と関連度の高い人物を候補として選択して、その候補となる人
物が写った候補画像が候補選択画面に表示され、監視者は、追跡対象とした人物が写った
候補画像を選択すればよいため、追跡対象とした人物に関する追尾情報を修正する作業を
簡単に行うことができ、監視者の負担を軽減することができる。
【００９１】
　また、本実施形態では、追尾情報に基づいて追跡対象に設定された人物が写ったものと
想定される確認画像が追跡対象確認画面に表示されるため、この確認画像が追跡対象とし
た人物のものか否かを監視者が確認することで、追跡対象とした人物に関する追尾情報に
誤りがある否かを監視者が容易に判断することができる。
【００９２】
　また、本実施形態では、カメラ選択部２４、追跡対象確認部２５、および追跡対象修正
部２６で行われる各処理が、監視者が追跡対象となる人物を指定した追跡対象指定画像の
撮影時刻より時間的に前および後のいずれか一方または双方の事象を対象として行われる
ため、追跡対象となる人物を指定した時刻以前の人物の状況や、人物を指定した時刻以後
の人物の状況を監視者が把握することができる。
【００９３】
　図１０は、図７に示した連続再生画面において追跡対象とした人物が現在写っている表
示ビュー４３ａ～４３ｄを示す枠画像４５の推移状況を示す説明図である。ここでは、追
跡対象とした人物が、第１表示ビュー４３ａ、第２表示ビュー４３ｂ、および第３表示ビ
ュー４３ｃの順に写る例について説明する。
【００９４】
　前記のように、本実施形態では、追跡対象とした人物が写った撮影画像を複数の表示ビ
ュー４３ａ～４３ｄに連続して表示させる連続再生を行うことができる。この連続再生を
行う連続再生画面では、図７（Ａ）～（Ｃ）に示したように、追跡対象となる人物が写っ
た撮影画像を表示している期間に、表示ビュー４３ａ～４３ｄに黄色の枠画像４５が表示
さる。
【００９５】
　図１０に示す例では、第２カメラ１ｂで人物を検出して追尾を開始するタイミングが遅
れて、そのタイミングと、第１カメラ１ａで人物の追尾が終了するタイミングとの間に人
物の追尾が途切れた期間が発生しているが、本実施形態では、追尾が途切れた期間では、
その期間の前後で追跡対象とした人物の撮影画像を表示する２つの表示ビュー４３ａ～４
３ｄに同時に黄色の枠画像４５を表示する処理が行われ、図１０に示す例では、第１表示
ビュー４３ａおよび第２表示ビュー４３ｂに同時に黄色の枠画像４５が表示される。
【００９６】
　また、図１０に示す例では、第３カメラ１ｃで人物を検出して追尾を開始するタイミン
グが、第２カメラ１ｂで人物の追尾が終了するタイミングより早くなっているが、このよ
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うな場合には、本実施形態では、後から追跡対象とした人物を写すカメラ１ａ～１ｄで人
物を検出して追尾が開始されると、その前に追跡対象とした人物を写すカメラ１ａ～１ｄ
に対応する表示ビュー４３ａ～４３ｄでの画像再生および枠画像４５の表示を停止する処
理が行われ、図１０に示す例では、第３カメラ１ｃで人物を検出して追尾を開始したとこ
ろで、第３カメラ１ｃに対応する第３表示ビュー４３ｃで画像再生および枠画像４５の表
示が開始されると同時に、第２カメラ１ｂに対応する第２表示ビュー４３ｂでの画像再生
および枠画像４５の表示が停止される。
【００９７】
　このように本実施形態では、追跡対象とした人物が写った撮影画像を、時間の経過にし
たがって順次、複数の表示ビュー４３ａ～４３ｄに表示させる連続再生を行うことから、
追跡対象とした人物を複数の表示ビュー４３ａ～４３ｄで連続して追跡することができる
ため、追跡対象とした人物が監視エリア内でどのような行動を行ったかを監視者が簡単に
確認することができる。
【００９８】
　特に、本実施形態では、連続再生が行われる連続再生画面において、追跡対象とした人
物が現在写っている表示ビュー４３ａ～４３ｄに枠画像４５を表示するため、追跡対象と
した人物が写った表示ビュー４３ａ～４３ｄを一目で判別することができ、これにより複
数の表示ビュー４３ａ～４３ｄの中から追跡対象とした人物が現在写っている表示ビュー
４３ａ～４３ｄを探し出す手間を省くことができるため、追跡作業を行う監視者の負担を
軽減し、追跡対象とした人物を見失うことなく円滑に追跡作業を進めることができる。
【００９９】
　また、カメラ内追尾処理装置４およびカメラ間追尾処理部５における追尾処理で追跡対
象とした人物の追尾が途切れている場合には、追跡対象とした人物が現在写っている表示
ビュー４３ａ～４３ｄが不明であるが、追尾が途切れた期間の前後の２つの表示ビュー４
３ａ～４３ｄのいずれか一方あるいは双方に追跡対象とした人物が写っている可能性が高
いため、本実施形態では、追跡対象とした人物の追尾が途切れた期間の前後で追跡対象と
した人物の撮影画像を表示する２つの表示ビュー４３ａ～４３ｄに同時に枠画像４５を表
示するようにしたため、監視者は人物を見失うことなく円滑に追跡作業を進めることがで
きる。
【０１００】
　次に、モニタ７に表示される追跡対象確認画面および候補選択画面の別の実施形態につ
いて説明する。図１１は、モニタ７に表示される追跡対象確認画面を示す説明図である。
図１２、図１３および図１４は、モニタ７に表示される候補選択画面を示す説明図である
。なお、ここで特に言及しない点は前記の実施形態と同様である。
【０１０１】
　図１１に示す追跡対象確認画面は、図４に示した追跡対象指定画面で追跡対象となる人
物を指定することで表示される。この追跡対象確認画面は、図５に示した例と略同様であ
るが、この追跡対象確認画面の下部にはタイムライン検索のボタンが表示されており、こ
の追跡対象確認画面で、図５に示した例と同様に、追跡対象に誤りがないかを監視者が確
認して、追跡対象に誤りがあることが判明すると、監視者はタイムライン検索のボタンを
操作する。これにより、図１２～図１４に示す候補選択画面が表示される。
【０１０２】
　図１２～図１４に示す候補選択画面には、監視者が追跡対象となる人物を指定した追跡
対象指定画像６１と、追跡対象の候補となる複数の人物がそれぞれ写った複数の候補画像
６２とが、撮影時刻の順に並べて配置されている。特に本実施形態では、追跡対象指定画
像６１および候補画像６２が、それらを撮影したカメラ１ａ～１ｄごとに分けて、撮影時
刻の順に並べて配置されている。
【０１０３】
　また、図１２～図１４に示す候補選択画面では、最も順位の高い候補となる人物、すな
わち追跡対象とした人物と関連度の最も高い候補となる人物の候補画像６２が、他の候補
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画像６２より大きく表示されている。
【０１０４】
　なお、図１２～図１４に示す例では、撮影時刻の異なる候補画像６２を横方向に並べる
とともに、カメラ１ａ～１ｄごとの候補画像６２を縦方向に並べた構成となっているが、
縦横を逆にした構成、すなわち、撮影時刻の異なる候補画像６２を縦方向に並べるととも
に、カメラ１ａ～１ｄごとの候補画像６２を横方向に並べた構成としてもよい。また、撮
影時刻の表示は、左方から右方に向かって時刻が遡るレイアウトになっているが、左方か
ら右方に向かって時刻が進むレイアウトとしても良く、それに合わせて追跡対象指定画像
６１および候補画像６２などの配置も適宜変更するとよい。
【０１０５】
　特に、図１２に示す修正候補選択画面は、図４に示した追跡対象指定画面で追跡対象と
なる人物を指定した後に、図１１に示した追跡対象確認画面でタイムライン検索のボタン
を操作したときに最初に表示されるものであり、ここでは、第３カメラ１ｃの表示ビュー
４３ｃで追跡対象となる人物を選択した際の追跡対象指定画像６１が表示され、一方、第
１カメラ１ａおよび第２カメラ１ｂについては選択が未了であるため、第１カメラ１ａの
候補画像６２および第２カメラ１ｂの候補画像６２が表示されている。
【０１０６】
　また、図１３に示す修正候補選択画面は、図１２に示す修正候補選択画面で第２カメラ
１ｂの候補画像６２の選択が終了したときに表示されるものであり、ここでは、第３カメ
ラ１ｃの追跡対象指定画像６１と、図１２に示す修正候補選択画面で第２カメラ１ｂの候
補画像６２の中から選択された選択画像６５とが表示され、一方、第１カメラ１ａについ
ては選択が未了であるため、第１カメラ１ａの候補画像６２が複数表示されている。
【０１０７】
　また、図１２および図１３に示す修正候補選択画面は、追跡対象となる人物を指定した
追跡対象指定画像６１より時間的に前にだけ追跡対象となる人物を撮影したカメラ１ａ～
１ｄがある場合に表示されるものであり、追跡対象となる人物を指定した追跡対象指定画
像６１より時間的に後にも追跡対象となる人物を撮影したカメラ１ａ～１ｄがある場合に
は図１４に示す修正候補選択画面が表示される。
【０１０８】
　この図１４に示す修正候補選択画面では、第３カメラ１ｃの追跡対象指定画像６１と、
これより時間的に前になる第１カメラ１ａの候補画像６２および第２カメラ１ｂの候補画
像６２が表示されるとともに、第３カメラ１ｃの追跡対象指定画像６１より時間的に後に
なる第４カメラ１ｄの候補画像６２が表示されている。
【０１０９】
　このように本実施形態では、追跡対象となる人物を指定した追跡対象指定画像６１より
時間的に前になるカメラ１ａ～１ｄの候補画像６２と、追跡対象指定画像６１より時間的
に後になるカメラ１ａ～１ｄの候補画像６２と、が表示されるため、追跡対象指定画像６
１の撮影時刻以前の人物の移動状況と、追跡対象指定画像の撮影時刻以後の人物の移動状
況を監視者が把握することができる。
【０１１０】
　また、図１２～図１４に示す候補選択画面には、追跡対象となる人物および候補として
選択された人物の追尾期間、すなわち撮影画像から人物を検出して追尾を開始してから、
追尾が終了するまでの期間を表す矢印画像６３が、追跡対象指定画像６１、候補画像６２
および選択画像６５に対応する位置（ここでは下側）に表示されている。この矢印画像６
３では、矢印の始点が追尾開始時刻となり、矢印の終点が追尾終了時刻となる。
【０１１１】
　このように本実施形態では、追跡対象指定画像６１および選択画像６５に写る追跡対象
となる人物の追尾期間、および候補画像６２に写る候補となる人物の追尾期間が、矢印画
像６３で表示されるため、追跡対象指定画像６１および選択画像６５に写る追跡対象とな
る人物と、候補画像６２に写る候補となる人物との関連性を一目で判断することができる
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。
【０１１２】
　また、図１２～図１４に示す候補選択画面には、人物の移動経路上で隣接する２つのカ
メラ１ａ～１ｄの追跡対象指定画像６１、候補画像６２および選択画像６５に付された矢
印画像６３同士を結ぶように線画像６４（ここでは点線の画像）が表示されている。特に
、図１２～図１４に示す例では、人物の移動経路上で時間的に前となる画像に付された矢
印画像６３の始点と、時間的に後となる画像に付された矢印画像６３の終点とを結ぶよう
に線画像６４が表示されている。
【０１１３】
　この線画像６４により、追跡対象指定画像６１および選択画像６５に写る追跡対象とな
る人物と、候補画像６２に写る候補となる人物との関連性を一目で判断することができる
。すなわち、線画像６４の角度（矢印画像６３とのなす角度）が大きいもの程、時間的に
近接して、関連性が高いものと判断することができる。
【０１１４】
　また、図１２～図１４に示す候補選択画面では、初期状態で候補画像６２が静止画で表
示され、候補選択画面の下部に設けられた再生ボタンを操作すると、候補画像６２の各表
示部で、候補画像６２に写る候補となる人物の追尾期間中の撮影画像が動画で表示される
。また、候補画像６２の各表示部を操作すると、ホップアップ画面が表示され、このホッ
プアップ画面で撮影画像が動画で表示され、大きな画面で候補となる人物を確認すること
ができる。
【０１１５】
　また、図１２～図１４に示す候補選択画面では、別候補、候補なし、および手動検索の
各ボタンが設けられている。別候補のボタンは、現在表示された候補画像６２に該当する
ものがない場合に、次の順位の候補画像を表示させるものである。候補なしのボタンは、
候補画像６２に適切なものがないため、候補画像６２を選択することなく候補画像６２の
選択を終了させるものである。手動検索のボタンは、図１２～図１４に示した候補選択画
面に代わって、図６に示した候補選択画面を表示させるものである。
【０１１６】
　以上のように本実施形態では、候補選択画面に、監視者が追跡対象となる人物を選択し
た追跡対象指定画像６１と、追跡対象の候補となる複数の人物がそれぞれ写った複数の候
補画像６２とが、撮影時刻の順に並べて配置されるため、追跡対象指定画像６１に写る追
跡対象となる人物と、候補画像６２に写る候補となる人物との関連性を一目で判断するこ
とができ、候補画像６２の選択が容易になる。
【０１１７】
　特に、本実施形態では、候補選択画面に、追跡対象指定画像６１および候補画像６２が
、撮影したカメラ１ａ～１ｄごとに、撮影時刻の順に並べて配置されていることから、追
跡対象指定画像６１に写る追跡対象となる人物と、候補画像６２に写る候補となる人物と
の関連性を、各画像を撮影したカメラ１ａ～１ｄを考慮して判断することができるため、
候補画像６２の選択がより一層容易になる。
【０１１８】
　また、本実施形態では、候補選択画面に、追跡対象となる人物および候補として選択さ
れた人物の追尾期間を表す矢印画像６３が表示されることから、追跡対象指定画像６１に
写る追跡対象となる人物の追尾期間、および候補画像６２に写る候補となる人物の追尾期
間を監視者が一目で把握することができるため、候補画像の選択がより一層容易になる。
【０１１９】
　また、本実施形態では、候補選択画面の初期状態で、撮影画像を静止画で表示させ、監
視者の指示操作に応じて撮影画像を動画で表示させるようにしたため、必要に応じて、候
補画像が追跡対象に指定した人物が写ったものか否かを動画で確認することができ、候補
画像の選択がより一層容易になる。
【０１２０】
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　以上、本発明を特定の実施形態に基づいて説明したが、これらの実施形態はあくまでも
例示であって、本発明はこれらの実施形態によって限定されるものではない。また、上記
実施形態に示した本発明に係る追跡支援装置、追跡支援システムおよび追跡支援方法の各
構成要素は、必ずしも全てが必須ではなく、少なくとも本発明の範囲を逸脱しない限りに
おいて適宜取捨選択することが可能である。
【０１２１】
　例えば、本実施形態では、スーパーマーケットなどの小売店舗の例について説明したが
、ファミリーレストランなどの飲食店など、小売店舗以外の業務形態の店舗に適用するこ
とも可能であり、さらに、事業所などの店舗以外の施設にも適用することができる。
【０１２２】
　また、本実施形態では、移動体として人物を追跡する例について説明したが、人物以外
の移動体、例えば自動車や自転車などの車両を追跡する構成も可能である。
【０１２３】
　また、本実施形態では、カメラ１ａ～１ｄを４台設置して、その撮影画像を表示する表
示ビュー４３ａ～４３ｄを画面に４つ配置した例について説明したが、カメラ１ａ～１ｄ
および表示ビュー４３ａ～４３ｄの数はこれに限定されるものではなく、特に表示ビュー
４３ａ～４３ｄの数が多くなる場合に本実施形態の構成が有効となる。
【０１２４】
　また、本実施形態では、画面内の表示ビュー４３ａ～４３ｄを強調表示するために、所
定の着色が施された枠画像４５を表示ビュー４３ａ～４３ｄの外周部に表示する構成とし
たが、強調表示はこれに限定されるものではなく、表示ビュー４３ａ～４３ｄの内部また
はその近傍に、マークなどの所要の画像を表示させたり、２つの表示ビュー４３ａ～４３
ｄを結ぶ矢印の画像を表示させたりしてもよい。
【０１２５】
　また、本実施形態では、図３に示したように、カメラ内追尾処理をカメラ内追尾処理装
置４に行わせ、カメラ間追尾処理および追跡支援処理をＰＣ３に行わせる例について説明
したが、カメラ内追尾処理もＰＣ３に行わせる構成としてもよい。また、カメラ内追尾処
理部をカメラ１ａ～１ｄに設ける構成も可能である。また、カメラ間追尾処理部５をＰＣ
３とは別の追尾処理装置で構成することも可能である。また、カメラ１ａ～１ｄとして、
視野角の限定される箱型カメラが図示されているが、これに限らず、広範囲の撮影が可能
な全方位カメラを用いることもできる。
【０１２６】
　また、本実施形態では、カメラ内追尾処理、カメラ間追尾処理および追跡支援処理を、
店舗に設けられた装置に行わせるようにしたが、これらの必要な処理を、図１に示したよ
うに、本部に設けられたＰＣ１１や、クラウドコンピューティングシステムを構成するク
ラウドコンピュータ１２に行わせるようにしてもよい。また、必要な処理を複数の情報処
理装置で分担し、ＩＰネットワークやＬＡＮなどの通信媒体、またはハードディスクやメ
モリカードなどの記憶媒体を介して、複数の情報処理装置の間で情報を受け渡すようにし
てもよい。この場合、必要な処理を分担する複数の情報処理装置で追跡支援システムが構
成される。
【０１２７】
　このような構成では、店舗に設けられた装置に、少なくともカメラ内追尾処理やカメラ
間追尾処理を行わせるようにするとよい。このように構成すると、カメラ内追尾処理やカ
メラ間追尾処理で取得した情報はデータ量が少なくて済むため、残りの処理を店舗とは異
なる場所に設置された情報処理装置、例えば本部に設置されたＰＣ１１に行わせるように
しても、通信負荷を軽減することができるため、広域ネットワーク接続形態によるシステ
ムの運用が容易になる。
【０１２８】
　また、クラウドコンピュータ１２に、少なくともカメラ内追尾処理やカメラ間追尾処理
を行わせるようにしてもよい。このように構成すると、カメラ内追尾処理やカメラ間追尾
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処理は演算量が大きくなるため、これをクラウドコンピューティングシステムを構成する
情報処理装置に行わせることで、店舗などのユーザ側に高速な情報処理装置が不要となり
、また、残りの処理は演算量が小さくて済むため、店舗に設置された販売情報管理装置を
構成する情報処理装置に拡張機能として兼用させることも可能になり、これにより監視者
が負担するコストを軽減することができる。
【０１２９】
　また、クラウドコンピュータ１２に、必要な処理の全部を行わせるようにしてもよく、
このように構成すると、店舗や本部に設けられたＰＣ３，１１の他に、スマートフォン１
３などの携帯型端末でも追跡状況を閲覧することができるようになり、これにより店舗や
本部の他に外出先などの任意の場所で追跡状況を閲覧することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１３０】
　本発明にかかる追跡支援装置、追跡支援システムおよび追跡支援方法は、表示装置の画
面に表示された複数のカメラごとの撮影画像を見ながら特定の人物を追跡する際に、監視
者の負担を軽減する支援処理を適切に行って、追跡中の人物を見失うことなく円滑に追跡
作業を進めることができる効果を有し、画像蓄積装置に蓄積された複数のカメラごとの撮
影画像をそれぞれ表示する複数の表示部が配置された画面を表示装置に表示させて、追跡
対象となる移動体を追跡する監視者の作業を支援する追跡支援装置、追跡支援システムお
よび追跡支援方法などとして有用である。
【符号の説明】
【０１３１】
１ａ～１ｄ　カメラ
２　レコーダ（画像蓄積手段）
３　ＰＣ（追跡支援装置）
４　カメラ内追尾処理装置（追尾処理手段）
５　カメラ間追尾処理部（追尾処理手段）
６　入力デバイス
７　モニタ
１２　クラウドコンピュータ
１３　スマートフォン
２３　追跡対象設定部（追跡対象設定手段）
２４　カメラ選択部（カメラ選択手段）
２５　追跡対象確認部
２６　追跡対象修正部
２７　画像再生部（画像再生手段）
２８　画面生成部
３１　確認画像提示部（確認画像提示手段）
３３　候補選択部（候補選択手段）
３４　候補画像提示部（候補画像提示手段）
３５　追尾情報修正部（追尾情報修正手段）
３６　基本画面生成部
３７　表示ビュー提示部（表示部提示手段）
３８　追跡対象提示部（追跡対象提示手段）
３９　撮影画像処理部
４１　地図画像
４２　カメラマーク
４３ａ～４３ｄ　表示ビュー（表示部）
４５　枠画像
４８　人物枠
６１　追跡対象指定画像
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６２　候補画像
６３　矢印画像
６４　線画像
６５　選択画像
【要約】
【課題】監視者の負担を軽減する支援処理を適切に行って、追跡中の人物を見失うことな
く円滑に追跡作業を進めることができるようにする。
【解決手段】レコーダ２に蓄積された複数のカメラ１ａ～１ｄごとの撮影画像を表示する
複数の表示部において追跡対象となる移動体を指定する監視者の入力操作に応じて、指定
された移動体を追跡対象に設定する追跡対象設定部２３と、カメラ内追尾処理装置４およ
びカメラ間追尾処理部５から取得した追尾情報に基づいて、追跡対象を指定した表示部に
対応するカメラ以外で、追跡対象となる移動体を撮影したものと推測されるカメラを選択
するカメラ選択部２４と、このカメラ選択部により選択されたカメラの撮影画像を、それ
ぞれに対応する表示部に表示させる画像再生部２７と、を備えたものとする。
【選択図】図３

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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